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1.現場実証調査 

  試験方法                                試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.分解確認試験 

  試験方法 

 

 

下流側観測井

栄養剤添加井戸

地下水流向 

＜平成１７年実証調査結果概要＞ 
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上流側の井戸に栄養剤を

添加し、これを自然の地下

水の流れにより地盤中に

行き渡らせ、周辺の観測井

で継続的にモニタリング

を行った。 

栄養剤は約 0.2L/day を 16

日間連続して注入した。 

観測井戸 W２: 

硝酸性窒素濃度は注入前の2.2㎎/L

から注入１日後には 0.7 ㎎/L、4 日

後には 0.5 ㎎/L まで減少した。 

観測井戸 M５: 

硝酸性窒素濃度は注入前の2.8㎎/L

から注入 4 日後には 2.05 ㎎/L、11

日後には 0.9 ㎎/L まで減少した。 

 

100L容量の容器に、土壌10kg-wet

を敷き詰め、地下水で容器を満た

した。これに栄養剤を所定の濃度

加え、蓋をして暗所に静置して定

期的に地下水（上澄み液）の硝酸

性窒素、亜硝酸性窒素の分析を行

った。 
・環境基準を超える濃度の地下水に対する当工法の効果を確認した。 

・栄養剤の添加量が多いほど硝酸性窒素の濃度減少が早い結果となった。 

栄養剤

100L容量の容器

現地土壌
10kg-wet

現地地下水

試験区A 試験区B 試験区C
栄養剤添加量　40ｍL 栄養剤添加量　20ｍL 栄養剤添加量　10ｍL
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※現場実証試験は第一帯水層を対象に実施した。 
分解確認試験は第二帯水層の地下水を用い試験を実施した。 

 


